
１．施設整備計画の名称

　　埼玉県公立学校等施設整備計画

２．計画期間

　　平成２８年度～平成２９年度（２年間）

３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

①　埼玉県教育委員会が実施した各事業の取組状況や成果に係る点検及び評価の結果を踏ま
え、事務局内において事後評価を実施し、評価結果を作成する。
②　評価結果をホームページにて公表する。

　施設整備計画に計画していた事業について、おおむね計画どおり実施できた。
　

平成３１年４月　　評価結果を決定



５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（２）　地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

　　特別支援学校の児童生徒増に対応するため、特別支援学校１校を新設した。

　平成２８年度に予定していた学校におけるアスベスト含有の煙突用断熱材をすべて除去・囲い込
みを行った。

　平成２８年度に予定していたつり天井の落下防止対策、その他の非構造部材の耐震対策につい
ては、全て完了した。
　今後は、国の動向を踏まえ耐震対策を取り組んでいく。

　平成２８年度に予定していた高等学校８校、特別支援学校１校の大規模改修工事について、予
定通り実施した。
　また、特別支援学校の空調設備の更新を５校実施した。

【参考】計画期間における大規模改修工事の実施状況
　　　　平成２９年度　　高等学校６校　　特別支援学校　７校



（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　

　平成２８年度に予定していた特別支援学校１校の屋内温水プール整備工事を実施した。


